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  １．子育ち環境の現状

　子どもの育つ環境、「子育ち環境」が危ない、

のびのびと子どもが育つ安全な環境が減少し

ているのではないか、という漠然とした不安が

広がっている。子どもも大人もゆったり自然の

ままに時の熟すのを持つことが難しい社会で

ある。三世代家族が減少し、家族による経験的

な育児方法の伝達が減少する一方、各種メディ

アによる育児情報の氾濫は、育児者にその情報

のとおりに育児ができないことへの不安、ある

いは育児に関する自信の喪失をもたらす。近所

付き合いの疎遠化などにより、育児の孤立が育

児ストレスや虐待、放任などの好ましくない育

児を引き起こすこともある。身近に支援者がい

ない、あるいはひとり親家庭が増加している。

また時間的な余裕がなく、精神的なストレスを

かかえる者も多い。このような状況の中、子ど

もとゆとりある対応がしにくい状況が指摘さ

れている。

　特に、子どもにとってもっとも過酷な環境、

「虐待」の防止は緊急を要する。児童虐待相談

処理件数は、1990年には全国で千件程度であっ

たが、2008年には4万件を超えている。身体的

虐待がもっとも多いが、近年ネグレクトの割合

が増加している1）。

　相談支援体制の整備とともに、虐待予防に向

けた取り組みの充実が求められる。虐待の背景

はさまざまであるが、子育て不安や産後うつ病

などが要因としてあげられている。

　一方、子どもにとって「安全で快適な環境」

の保障はきわめて重要である。自然環境や社会

のさまざまな経験に触れる機会、安全で安心で

きる空間などの環境整備が求められる。なかで

も子どもの事故防止、安全な環境の確保は必須

である。子どもの死亡原因の第1位は不慮の事

故である。死亡率は改善傾向にあるものの、家

庭や地域における個別的な取組みでは必ずし

も十分とは言えない。事故予防は、子どもが被

害者となる事件の防止を含めた安心で安全な

地域づくり（セイフ・コミュニティ）と一体と

して取り組む必要がある。

  
２．コホート研究からみた

　　 　子育ちを支える環境とは

　子育ちを支える環境を明らかにするため、世

界各国で脳科学や遺伝学を含めた子どもの発

達コホート研究が開始されている。その蓄積は、

「氏か育ちか」の議論に終止符を打つこととなっ

た。遺伝あるいは環境いずれかの単純な影響で

はなく、成長発達の過程でさまざまな影響を互

いに及ぼした結果として、子どもの育ちが決定

する道筋が示されている。また脳科学では、胎

児から成長過程にある脳のダイナミックな機

能の質的変化に、環境が大きく影響することが

証明されている。

　そこで改めて、「子育ち環境」への関心が高
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まっている。すなわち、複雑な過程を経た相互

作用が影響を及ぼすからこそ、より最新の知見

に基づく子育ち環境の情報は貴重であり、かつ

根拠に基づいた形で実践に役立てる必要があ

る。

　発達コホート研究から多くの貴重な成果が

得られている。安全で、愛情にあふれ、子ども

にとって予想しやすい環境を通じて、子どもの

共感する力、コミュニケーション力、好奇心、

自立心、自己コントロール力などを育てること

ができる2）。

　自分が大切な存在であると感じる自尊感情、

自分には力があると信じることができる自己

効力感などは、自分の生活における重要な人物

により価値づけられる。すなわち、身近な重要

な人物により、ほめられたり認められたりする

ことで、自分自身の価値や能力が内面化した結

果として自尊感情や自己効力感が育つ3）。

　一方、脳科学の領域においては、「ほめる」

など子どもの社会能力の育ちに影響する環境

刺激が、大人の報酬系の処理部分と類似した脳

内反応を起こしていることなどから、脳の発達

と行動レベルの成長に何らかのモデルが形成

できるのではないかという仮説が確認されて

いる4）。また「子育ち環境の質」が、子どもの

行動にも神経回路にも明白な影響を持つ5）。「積

極的な経験」は、神経回路を活性化したり、す

でにある神経回路の結合を刺激することによ

り脳に影響を及ぼす6）。経験は、神経回路の一
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時的な変化にとどまらず、脳の構造や中枢神経

系の確実で持続的な変化との間に強い相関が

ある7）。

　ここで注目したいのは、脳機能は単に一方的

に成長していくのではなく、環境の状況と外部

社会の期待に沿う形で、目的に沿った「向目的

的」に取捨選択を繰り返し、表面的には退化し

たような動きも見せつつ束ねられていく点で

ある。すなわち、この「棄却と統合」的な脳機

能の発達に影響を与える環境刺激として子育

ち環境がきわめて重要な役割を果たすという

認識が大切である。

　長期にわたる虐待を経験した子どもの脳が

構造的に変化し、それが社会的な適応に困難を

もたらす可能性がある8）。また早期の心的外傷

ストレスは、コルチゾールのようなストレスホ

ルモンの濃度を脳細胞にとって危険なレベル

にまで高め、その結果として細胞間連結密度の

減少を引き起こすことが知られている9）。

　生後数年間の子育ち環境は、それ以降の環境

に比較すると、より大きな影響を及ぼす。なぜ

なら、その時期に、脳は言葉や社会・情緒的ス

キルの発達に不可欠な基本的なパタンを獲得
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するからである。

　子どもにとって安全で安心な環境、すなわち

世界は安定していて、予測可能であり、居心地

の良い場所であるという感覚を持つことが重

要である10）。あたたかさ、思いやり、子どもが

尊重されているという感覚を一貫して持つこ

とのできる環境が求められる。日本の発達コ

ホート研究でも、豊かで多様性に富み、ほめる

など受容的な子育ち環境、「経験の質」が社会性

発達に影響する可能性が示されている（図）11）。

望ましい子育ち環境は、子どもの社会・情緒的

な発達に大きな効果があり、子どもの動機付け

がうまくいくように影響する12）。その動機付け

が、認知的な成長を含め、その他の子どもの側

面にも望ましい効果を与える可能性がある。

 

  ３．子育ち環境に必要な要素

　多くの研究成果によると、子育ち環境に必要

な要素とは、安全で安心な状況のもとで、子ど

もへの身体的接触や言葉かけ、ほほ笑みや応答

がタイミングよく愛情に満ちた形で一貫して

提供されること、不必要な制限や罰が回避され、

年齢相応の自主性を促す環境と豊かな外部社

図　コホート研究による子どもの社会能力発達の関連要因（横軸：子どもの年月齢別社会能力　縦軸：関連要因）
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会や物的な環境があり、育児へのサポートがあ

ることである10）。

　世界各国の研究者と実践家により、望ましい

子育ち環境の要素について議論が続いている。

100カ国以上ともっとも広く活用されている

養育環境評価HOME（Home Observation for 

Measurement of Environment）13）の枠組みは、

以下の8領域が設定されている。

（1）日常生活の中に多様性に富んだ人とのかか

わりの機会があること

　毎日の生活の中に、保護者や保育者、それ以

外の人を含めて、子どもとのさまざまな形のか

かわりがあること。たとえば、話しかけ、本を

読む、歌を歌うなどさまざまな形で、それが子

どもの発達に適合したものであること。

　多くの場合、家庭においては、母親（的な役

割の人）あるいは父親（的な役割の人）とかか

わるが、少なくとも1日に1度は家族で食卓を

囲み、家族みんなと接する機会を持つこと、ま

た父親（母親）が多忙なため日常的にかかわる

ことが難しい場合には、休日だけでも子どもの

ために時間を作るなどの配慮が必要である。

　さらに、子どもへの見守りを欠かさず、子ど

もに対する細やかな配慮があること。子どもの

発達に対して、保護者として、また保育者とし

ての役割を意識して対応していること。

（2）かかわりが情緒的で言語的な反応性に富ん

でいること

　子どもの行動や言葉に対して、タイミングよ

く適切に反応することは、子どもの社会性の発

達にとって必須の要素である。子どもから投げ

かけられるかかわりに対して、適切な言葉で愛

情豊かな対応をすること。子どもの無意識な行

動に対しても配慮していること。保護者や保育

者自身が豊かな情緒性や言語性を持ち、自然な

形で子どもに接していること。また、子どもが

ぐずる、泣く、危険な場面など、さまざまな状

況に直面した時、十分な配慮に基づく適切な対

応をすること。

（3）制限や罰が回避されていること

　子どもへの否定的な感情の表現が制限や罰

という形になりやすいことから、虐待の予防と

早期発見に向けてきわめて重要な項目である。

乳幼児期における制限や罰は、できるだけ避け

ることが望ましい。

　日本では、しつけと称してたたいたり、きつ

い言葉かけなどがみられるが、しつけの意味の

理解が難しい年齢においては、たたく、どなる

などの行為は行わないようにする。

　また「あれをしてはいけない」、「そこに行っ

てはだめ」などの制限は、危険を避けたり、著

しく社会生活上のモラルに反する場合以外は、

なるべく控えることが望ましい。

（4）年齢相応の自主性が尊重されていること

　子どもの発達にともない、子どもが自分で考

えて行動するよう配慮する必要がある。乳児期

には動きやすい姿勢や衣服などへの配慮、自由
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に動き回る探索行動を許すなどが必要である。

1歳6か月前後からは自分で選択するものを与

えること、自分で遊び方を自由にさせるなどの

主体性を持たせる工夫が必要となる。

　具体的には、1歳6か月であれば自分の好き

な食べ物や服を選ぶ、3歳程度になれば遊び方

やすごし方を自分で選ぶ機会を作る、などが例

としてあげられる。

（5）子どもの発達状態に見合った物的な刺激

（おもちゃなど）が存在すること

　発達を促すさまざまなおもちゃが存在する

こと。特に身体を動かすおもちゃ、役割遊びの

おもちゃ、空間利用のおもちゃ、組み立てるこ

とのできるおもちゃ、文字・映像・音のでるお

もちゃなど、あるひとつの領域に偏ることなく、

さまざまなおもちゃがあること。

　特に、子どもが自由に使える状態に、おもちゃ

を用意していることが重要である。色彩、形状、

大小などを自然に学び、自由に表現できる粘土

やクレヨン遊びなど、多様な遊び内容、子ども

の興味を広げるような機会を作ること。

　さらに、水、がらくた、泥などを使った遊び

に対する理解があること。しかし、テレビのつ

けっぱなしなど、かかわりに乏しい刺激が長く

続くことはないようにする。

（6）子どもの外出機会がありさまざまな外部社

会に触れること

　家庭の外に広がる社会は、子どもにとって家

庭内では得られない新鮮な刺激となる。

　少なくとも一週間に一度は買物に連れてい

くようにする。子どもにとっては、屋外のすべ

てが貴重な体験となるため、動物園で動物を見

たり、郊外の自然に触れることなどが重要であ

る。

　また、隣人や親戚などの家を訪問する、ある

いは訪問されることも、子どもにとっては社会

的なかかわりの機会となる。特に、同年代の子

どもとかかわる機会の確保は、社会性の発達に

おいてきわめて重要である。

（7）子どもの発達に配慮した安全な環境が整備

されていること

　子どもの安全性に配慮するとともに、屋内に

おいて植物がある、ペットがいる、本が見える

ところにあるなど、発達を配慮し、さまざまな

刺激のある環境を作ること。地震など緊急時に

も危険がないよう、室内の整理整頓、落ちやす

い状態で棚の上にものを置かないなどの配慮

をする。

（8）日常生活の中で育児に対する社会的なサ

ポートがあること

　主な保護者が母親（的な役割の者）の場合

には父親（的な役割の者）の協力が重要とな

り、また、夫婦そろって取り組んでいる場合で

も、夫婦間での育児に関する会話がなされてい

ること、育児について相談できる友人などの存

在、育児に関して先輩とも言うべき祖父母との
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意志の疎通、いざというときに子育てをサポー

トしてくれる人の存在などが重要である。

  
４．子育ち・子育て

　　 　エンパワメントの必要性

　望ましい子育ち環境とは、ひとりひとりの子

どもの力を最大限に引き出し、生き生きとした

子どもの育ちをはぐくむ、「子育ちをエンパワ

メントする環境」10）である。エンパワメント

とは、力を引き出す、元気にすること。子育ち

エンパワメントとは、「子どもの育つ力を引き

出し、発揮させる」、すなわち「育つ力をはぐ

くむ支援」に最大限の力を発揮すること、であ

る。それを支えるのが「子育ち支援」であり、

実現するための保護者や社会へのサポートが

「子育て支援」である。子どもがすこやかに育

つ「子育ち環境」の整備は、私たち大人のもっ

とも重要な役割のひとつである。

　「子育ち環境の“質”の向上」「子育ち・子育

てサポート」「多様なニーズに対応可能な子育

ち環境の整備」に向け、子育ち環境を支えるサ

ポーターの輪を広げていくことが求められる。

次世代をになう子どもたちがいきいきと過ご

す空間は、だれにとっても好ましい空間にちが

いない。根拠に基づく方法論を組み込んだ、子

育ちエンパワメント環境の実現が大いに期待

される。
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